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「国民の価値観の変化・多様化」という時代の

潮流、日本社会の変化を視野に入れながら、

を検討する。

１．課題検討の進め方

日本及び北陸圏が直面する時代の潮流（社会変化）と国土政策上の課題をふまえつつ、

北陸独自の課題を明確にしていくために、次の２つの方向性と課題を検討する専門分科

会を設置する。

「経済社会情勢の大転換」という時代の潮流、

日本社会の変化を視野に入れながら、

を検討する。

これからの北陸圏の「産業と活力」これからの北陸圏の「産業と活力」

のあり方（方向性）と課題のあり方（方向性）と課題

これからの北陸圏の「安全・安心とこれからの北陸圏の「安全・安心と

暮らし」のあり方（方向性）と課題暮らし」のあり方（方向性）と課題

「国土（北陸圏）をめぐる状況」については、

「産業と活力」及び「安全・安心と暮らし」の

前提となる事項として全体で検討する
（専門分科会に関わりなく検討）

「国土（北陸圏）をめぐる状況」については、

「産業と活力」及び「安全・安心と暮らし」の

前提となる事項として全体で検討する
（専門分科会に関わりなく検討）

産業と活力産業と活力専門分科会専門分科会（仮称）（仮称） 安全・安心と暮らし安全・安心と暮らし専門分科会専門分科会（仮称）（仮称）

２つの専門２つの専門分科会分科会の成果を統合して、「北陸圏の課題」を設定。の成果を統合して、「北陸圏の課題」を設定。

→→ 広域地方計画に反映広域地方計画に反映
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１．課題検討の進め方

• 人口減少や高齢化等をふまえつつ、東アジアとの交流や

産業を中心に、活力ある北陸圏に向けて、これからの課題

を検討。

• 東アジアとの関係のあり方をはじめ観光・交流、地域産業

など、地域の活力に関わる項目を中心に地域の課題を検

討。

＜主な検討項目＞

●グローバル化の進展と東アジアの経済
発展 （1）-②

●情報通信技術の発達 （1）-③

※東アジアのゲートウェイ

※ユビキタス社会

※農林水産業、ｴﾈﾙｷﾞｰ

※特色ある伝統産業、特色ある産業

※日本列島の中心（扇の要）

１．産業と活力専門分科会（仮称）

• 自然災害等への備えを中心に、北陸圏の脆弱な地形・自然

条件に対応する圏域づくりの課題を検討。また、居住やライ

フスタイル、雪の活用等暮らしに関する今後のあり方や課題

も検討

• さらに雪対策やコミュニティ再生、ＮＰＯや企業等による国土

管理ネットワーク等についても検討。

＜主な検討項目＞

●安全・安心、環境や美しさ、文化に対する

国民意識の高まり （2）-①

●国土づくりを担う主体の育成 （2）-②

●ライフスタイルの多様化、「公」の役割を果

たす主体の成長 （2）-②

※急峻な地形、急流河川等の自然条件

※雪対策と活用

※中山間地、過疎問題への対応

※歴史・伝統・文化や自然と居住の豊かさの

活用

※雪の活用（文化、景観、水資源等）

２．安全・安心と暮らし専門分科会（仮称）

＜共通して検討する項目＞

●本格的な人口減少社会の到来、急速な高

齢化 （1）-①

●一極一軸型国土構造の現状 （3）-①

●地域の自立に向けた環境の進展 （3）-②

●人口減少等を踏まえた人と国土のあり方

の再構築の必要性 （3）-③

※人口減少と高齢化の先進地域

専門分科会においては、以下の項目を主に検討していく。

●計画部会中間とりまとめにおける
「課題整理」

※北陸圏において重視すべき検討項目
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• 社会潮流等の影響が他の圏域よりも大きい事項

• 中間とりまとめには記述はないが、北陸圏では重要な事項

• 全国的に共通だが、特に北陸圏で優位性のある事項

２．課題検討フレーム（案）

独自性の高い計画策定に向けて、北陸の個性や特徴を重視・反映した課題検討を進める

北陸圏をとりまく潮流や動向データの整理

• 各種統計データ等の整理・分析を通じて、北陸圏の現状と

将来を確認（予測）

北陸圏をとりまく潮流や動向データの整理

計画部会中間とりまとめをもとに、北陸圏の特性や資源等を
時代潮流や全国共通の課題等に照らしあわせ、北陸の個性や特性をはじめ、

北陸圏が取り組むべき事項等を明らかにしていく。

• 各県及びブロックの特色（長所・短所）や地域資源の確認

• 各県及びブロックのめざす将来像・方向性の確認

• 各県及びブロックが想定・設定している課題の確認

北陸圏及びブロックの長期計画等の整理

• 計画策定にあたって視野に入れるべき社会潮流の確認

• 今後の日本（国土形成）の方向性と課題の確認

計画部会 中間とりまとめの整理

北陸圏（ブロック）の特色や地域づくりに活用できる資源、

めざすべき将来像、共通する課題認識等を抽出・整理

全国計画の方向性や課題等の確認を通じて、北陸圏が

検討すべき項目のチェックリストを作成

他の圏域にはない、

他の圏域よりも重視すべき

北陸の個性・特徴
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産業と活力産業と活力専門分科会専門分科会

〈今後予想される北陸圏の動向－社会変化・北陸の特性から〉

〈北陸圏の将来イメージ・方向性〉

●東アジア地域との連携・交流の強化と促進

●時代や社会に対応した地域産業の再生と活性化

●他地域との競合を勝ち抜くための独自性や個性の伸長

●活力ある地域づくりに欠かせない「交流人口の拡大」への取り組み

●人口減少社会のインパクトに対応する地域づくりの必要性

全国と東アジアを後背地として活用し活力が高まる北陸全国と東アジアを後背地として活用し活力が高まる北陸

①東アジアへのゲートウェイとしての物流や交流拠点施設の

整備・拡充

②連携による強力な情報発信とマーケティングの展開による

北陸産業のブランド化

③「雪」と「農業」の多面的な活用による魅力ある圏域の形成
１）景観や文化の継承 ２）活性化の取り組みと産業への活用

３）二地域居住や交流への活用

④東アジアとの継続的な交流活動の推進

⑤時代や訪れる人のニーズを捉えた新しい「北陸観光」

の創出・展開

１）北陸を体験する「ロングステイ観光」への取り組み

２）東アジアを初めとする、訪日外国人旅行者の拡大

３）北陸の産業と連携した新しい「北陸観光」づくり

４）訪れた人・誰もが楽しめるホスピタリティあふれる地域づくりの推進

〈今後の北陸圏の課題（例）〉

（参考）専門分科会での課題検討イメージ
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安全・安心と暮らし安全・安心と暮らし専門分科会専門分科会

〈今後予想される北陸圏の動向―社会変化・北陸の特性から〉

●厳しい自然条件等の克服と防災・減災体制の早期構築

●直面している中山間地の「安全・安心」問題への対応

●テロや地球環境等日本海を超えてひろがる問題への懸念

●「安全」で「安心」な地域イメージの回復・再生

〈北陸圏の将来イメージ・方向性〉

〈今後の北陸圏の課題（例）〉

①「安全・安心」を支えるハードとソフトの取り組みによる

「地域防災力」の向上
１）自然災害が発生しにくい地域整備のための治山、治水、雪対策、
地震対策等の推進

２）災害に対する「防災」「減災」の地域システムの形成

②中山間地の国土保全機能を維持するための新しいシス

テム・方策等の展開

③世界のモデルとなる新しい「雪国」の実現

安全で安心な暮らしがひろがり誰もが住みたくなる北陸安全で安心な暮らしがひろがり誰もが住みたくなる北陸

④多様な生き方やライフスタイルを支える居住圏域の

形成
●高度医療や緊急医療施設の再配置とアクセス性の向上

●移住やSOHOを支援するIT環境の整備

●北陸の文化や産業を体験・学習できるしくみづくり（学校、案
内人）

⑤都市と田園のリノベーションの推進

１）都市機能の拡充・再生 ２）農山漁村の個性的整備

３）都市と農山漁村の連携強化

●中山間地における居住環境の低下や集落崩壊への対応

●地域文化やコミュニティの喪失への取り組み（雪国文化の継承・発展）

●交流人口の拡大と新たな居住者（二地域居住など）の獲得

●都市と自然が連なる「豊か」で「美しい」北陸の維持・継承

（参考）専門分科会での課題検討イメージ
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